
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 令和 7 年 
 

法人名 

 

医療法人社団平真会 

 

代表者 平良眞一郎 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

母体が医療法人であり、訪問診療・訪問介護による医療と、デイサービス・グループホー

ム・ショートステイ・小規模多機能と、異なる形態の介護施設を運営している。 

医療と介護の連携はもとより、各介護事業所間の連携もお行われている。 

 

 
事業所名 

小規模多機能ホーム 

薬師堂 
管理者 後藤千秋 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

１人 １人 １人 １０人 ４人 １人 ２人 １５人 １人 ３６人 

 

項  目 前回の改善計画 
前回の改善計画に対する取組み・結

果 
意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の 

確認 

感染した職員は有休とし、他の職

員で協力して業務に支障が出ない

ようにする。回復後は心身ともに

職場に復帰しやすい環境つくりを

図る。 

発熱や体調不良でも休みを取る事

が当たり前になった。また、利用

者様が当日欠席し人員配置がとれ

ていれば有休又は半休をとれるよ

うにした。 

感染者が出た場合、職員が無理を

して働かなくても良いと思う。感

染者は自己の現状をすぐに報告で

きるようになったので継続で良い

と思う。 

感染した職員は有休とし、他の職
員で協力して業務に支障が出ない
ようにする。回復後は心身ともに
職場に復帰しやすい環境つくりを
図る。（継続） 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

夏祭り、芋煮会などは家族参加か

ら再開、感染状況を見ながら徐々

に外部の方が参加し事業所への理

解を深めてもらう。 

イベントに参加される家族は増え

たが、感染予防期間は家族のイベ

ントの参加を中止した。イベント

のお知らせを早めに配布した。 

イベント時期に感染者が発生した

場合は中止で良いと思う。感染予

防をしながら出来る範囲で良いと

思う。 

夏祭り、芋煮会などは家族参加か

ら再開、感染状況を見ながら徐々

に外部の方が参加し事業所への理

解を深めてもらう。（継続） 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

人数制限のボランティアの再開と

近隣の保育園との交流や地域イベ

ントの状況を見ながら感染予防を

行い増やして行く。 

ボランティア活動の再開は、法人

の許可が出なかった。町会の阿波

踊りのお手伝い（当日の自転車整

理、踊り子さんのお茶出し）近隣

の保育園児と室内にて非接触での

交流を行う。 

保育園でも感染予防対策が行われ

ているので、環境や状況にあった

交流を行うのは仕方がない。少人

数で非接触のマジックさんなどは

どうか。小規模は練馬区の病院の

チラシを見てしりました。 

法人の許可を得たら人数制限のボ

ランティアの再開と近隣の保育園

との交流や地域イベントの状況を

見ながら感染予防を行い増やして

行く。（継続） 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

地域包括支援センターと連携しイ

ベントの参加をする。地域ケア会

議に出席し、生活支援コーディネ

ーターや地域の方々と共に地域生

活を支援する。 

地域包括支援センターの地域ケア

会議に参加し、地域の方々との会

話の中での困りごとなどを伺いな

がら、地域の方々と顔なじみにな

り本人の暮らしを支える取り組み

を行う。 

包括支援センターカフェの手伝い

をする中、地域の方々に困りごと

の話などもお聞きし、包括様の職

員様と連携をしている。地域ケア

会議に出席をして、地域の方々の

生活支援について考えている。 

地域包括支援センターと連携しイ

ベントの参加をする。地域ケア会

議に出席し、生活支援コーディネ

ーターや地域の方々と共に地域生

活を支援する。（継続） 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

事業所を知って頂くために、近隣

の方や近隣ボランティアさんへ会

議の参加を呼び掛ける。 

近隣の方へ声掛けするが、会議で

の発言は恥ずかしいのでと出来な

いと断られる。ボランティアさん

の再開が出来ていない。 

近くのコンビニの店長さんや商店

街の薬局さんなどに声を掛けてみ

てはどうか。ボランティア活動の

再開も検討してみてはどうか。 

事業所を知って頂くために、近隣

の方や商店街の皆さん、近隣ボラ

ンティアさんへ会議の参加を呼び

掛ける。（継続） 



Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

練馬区のまちかど防災訓練車、水

害出張講座を利用する。消防署と

連携して避難訓練を見てもらい助

言を頂く。（消火器の使い方、避難

方法など） 

練馬区まちかど防災訓練車は、放

水訓練のため高齢者には難しい

為、出張講座の利用を検討する。 

貫井消防署と連携し消火器の使い

方の訓練を行った。 

地域の防災訓練に参加するのはど

うか。貫井消防署との連携は継続

で良いと思う。部会に参加して避

難拠点としの検討を行う。 

練馬区出張講座を利用する。部会

に参加し情報の共有を行う。消防

署と連携して避難訓練を見てもら

い助言を頂く。（消火器の使い方、

避難方法など） 

 


